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	令和８年度
	福島県伊達市の学生

	参加者募集
	首都圏の学生
	　私たちが見つける・つながる
	　伊達市の未来を一緒に探してみませんか？

	だて探究カレッジ
	福島県伊達市をフィールドにした若者による地域の未来づくり探究プログラム
	伊達市版
	地域探究ゼミ

	活動内容
	・参加者は１つのコースを選択する。 ・１コース：定員4～5名程度（首都圏等の学生および伊達市内等の学生が2～3名ずつで１チーム） ・コースおよびチームごとに探究の活動内容、年間の活動計画を立てて通年で継続的に活動し、      企画から実施・報告まで実践する。  　※以下、コースの案（参加者の希望を踏まえて変更可能です。）
	①食農コース 　主に地域の農家や加工業者・飲食店などと連携した活動。 　SNS等を活用した食や農に関わる魅力の発見や発信、農業体験プログラムの企画、農産物や特産品の 　パッケージデザインやPRマルシェや文化祭等での販売支援など。
	②地域の賑わいづくり・観光コース     主にU-プレイス伊達・Nextプレイスを拠点とした賑わいづくり活動。 　住民向けのワークショップや伊達市ならではの魅力体験プログラムなどの企画運営や 　SNS等を活用した伊達市の魅力発信など。


	参加対象
	※定員になり次第締め切り

	スケジュール
	　● 8月中旬  キックオフミーティング
	　● 8/30（日）～9/2（水）３泊４日
	夏休みフィールドワーク（伊達市内）
	　● 9月～11月 企画準備
	　● 12月下旬～1月上旬もしくは2月上旬  ３泊４日
	冬休みフィールドワーク（伊達市内）
	　● 2月中旬  活動報告会（伊達市内）
	　・首都圏等の大学生・大学院生・専門学校生　５名程度 　・伊達市内等の大学生・大学院生・専門学校生 ５名程度

	参 加 費
	無　料
	　● 首都圏から参加の場合 　　　東京駅‐福島駅の往復交通費（新幹線代） 　　　宿泊費/活動費は主催者側で負担します。
	　● 県内から参加の場合 　　　伊達市までの往復交通費（電車・バス代）は 　　　主催者側で負担します。
	　※スケジュールの実施時期や内容などの詳細は 　　今後、参加者と相談の上、決定いたします。 　　
	【参加にあたって】
	・年3回（夏休み・冬休み・活動報告会）の伊達市内での活動に参加可能な方 ・興味関心のある地域活動テーマにそってチームごとに探究を進め、企画立案や提案して終わりではなく 　自分たちで何か１つ形に残すところまで1年間を通して積極的に活動に取り組める方
	※若者の皆さんが企画実施した活動で、今後も継続していくべき活動は事業化することも検討します。


	お問合せ
	【   主   催   】福島県伊達市未来政策部協働まちづくり課
	【 企画運営 】株式会社プレイスメイキングふくしま伊達
	一般社団法人つむぐるカンパニー 　                担当：小林
	〒960‐0689　福島県伊達市保原町高子岡238
	tsumuguru.company@gmail.com
	お申込フォーム


